
子どもの出生後の男性の休暇取得に対する満足度・理由

女性：83.0％（平成30年度82.2％）

　現行の「第三次男女共同参画プラン」の計画期間が令和２年度で終了することから次期プランの策定を進めてき
ましたが、新型コロナウイルス感染症に伴う社会状況の変化を見据えた計画とするため、県の「総合計画」の策定時
期が延期されたことに伴い、本年度中に策定を予定していた「ふくしま男女共同参画プラン」についても延期される
ことが示されました。
　これを受け、現在策定中の標記プランについても、男女共同参画については、国・県の計画を勘案しながら社会全
体で推進する必要があることから、策定時期を当初の令和２年度中から令和３年度中に延期することとしました。

転入女性交流のつどい 日時：令和２年12月15日（火）10：15～
場所：いわき産業創造館　企画展示ホール

　「クリスマス交流会」として、自己紹介のあと、「テーブル対抗いわき市クイズ」をして大変盛り上がりました。
卓上には華やかなフラワーアレンジメントが用意され、交流や情報交換をして楽しい時間を過ごしました。

第2回

イクボス養成講座 日時：令和２年12月22日（火）13：30～
場所：いわき市生涯学習プラザ　大会議室

男女共同参画の日講演会 日時：令和２年11月８日（日）14：00～
場所：いわき産業創造館　企画展示ホール

「新時代の働き方と生き方改革へ
　　　　　　　　　～リーダーシップとセルフマネジメント～」
●講　師　⁄  株式会社ペンギンエデュケーション　代表取締役　横田  智史 氏

　育児やワーク・ライフ・バランスの重要性、個々の働き方と生き方を応
援しながら組織の結果を出すイクボスには、リーダーシップが求められる
こと等を学びました。講演後、市内のイクボス宣言企業からイクボス宣言
後の具体的な取組みなどについての事例発表が行われ、参加者からは、「働
き方全般に通用するいい話だった」、「新しい生き方について考えさせられ
た」、「具体的な事例発表で参考になった」との感想をいただきました。

第１部　講演会

●社会福祉法人育英会　みそら保育園　事務長　伊藤  幸恵 氏
●コーディネーター　⁄  株式会社ペンギンエデュケーション　保育園運営事業部長　渡邊  歩美 氏

●株式会社福島インフォメーションリサーチ＆マネジメント　代表取締役　橘  あすか 氏
渡邊  まど香 氏

第２部　先進取組事例等発表

【参加者の感想】
●大変すばらしい生き方だと思う。世の中に広まったら良いと思う。
●これからの生き方における方向性の大きな指標となった。
●飲食店を経営しており、コロナもあり、お店を再開しようか、どんな形で
　復帰しようか悩んだが、とても参考になった。仕事も頑張りたいですが、
　家族との時間もしっかり取りたい。
●90分がこれほどあっという間で充実した時間はなかったと思う。「家族で
　夕食を食べる」本当に私も願っています。がむしゃらに働くことが正しい、
　そうでないのは怠けているという考え方、見方を変えていきたい。
●働き方についてとても興味がもてましたが、夫婦の暮らし方についても、とても参考になりました。

　飲食店でも私生活と両立できる環境を実現したいという思いから、飲食店の長時間労働を
改善することを目的とした経営手法などについてご講義いただきました。

みんなに必要な新しい働き方
●講　師　⁄  株式会社minitts代表取締役　佰食屋オーナー　中村  朱美 氏

 ～仕組みで人を幸せに～

「第四次いわき市男女共同参画プラン」の策定延期について

育児休業取得率について
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男性（拡大図）

男性：7.48％（平成30年度6.16％）

育児休業取得率の推移・男性は低水準ではあるものの上昇傾向にあります。

育児休業取得率＝
出産者のうち、調査時点までに育児休業を開始した者（開始予定の申出をしている者を含む。）の数

調査前年度1年間（※）の出産者（男性の場合は配偶者が出産した者）の数
※）平成22年度以前調査においては、調査前年度の1年間。　（注）平成23年度の［ 　］内の割合は、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国結果。　　資料出所：厚生労働省「雇用均等基本調査」 

※質問対象：末子の出生後２か月以内に休暇を取得した者
※「休暇」とは、年次有給休暇、代休、配偶者出産休暇など出産に係る
　特別休暇、育児休業や、その他勤務先の制度を利用した半日又は
　１日以上の休暇。 

政府目標
令和2（2020）年度：13％
令和7（2025）年度：30％
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　厚生労働省が「令和元年度雇用均等基本調査」の結果を公表しました。
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まあ
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どちらともいえない
4.2%

あまり良くなかった  0.0%
全く良くなかった  0.3%

末子の出生後2か月以内（出産の当日も含む）に
休暇を取得して良かったか

図表1 休暇を取得して良かったと思う理由図表2

生まれた子どもの成長を見守ることができた
大事な瞬間に立ち会うことができた
家族で過ごす時間を持つことができた
配偶者の身体面の負担軽減につながった
配偶者の精神面の負担軽減につながった
家事・育児の大切さを実感できた
父親になったことを実感できた

配偶者に感謝された
配偶者との絆が深まった

上の子どものケアができた
今後の家族のライフプランについて配偶者と話し合うことができた
それまでの、仕事や自分中心の生活の見直しにつながった

仕事にメリハリがついた
それまでの仕事の仕方の、見直しにつながった
職場や友人、親族などの周囲から褒められた

職場での好感度が上がった
職場での人間関係が良好になった

その他

（注）調査対象：3つの要件（①日本国内（全国）に住む既婚男性20～59歳　②2018年1月～12月に配偶者が出産した子どもと同居している。　③該当する子どもの誕生時点で被雇用者）を満たす者
（出典）内閣府委託事業「男性の子育て目的の休暇取得に関する調査研究」（株式会社インテージリサーチ）（令和元年9月）
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